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萩
大
輔
先
生
は
、
一
昨
年
三
月
末
を
も
っ
て
、
西
岡
久
靹
、
鯨
岡
稔
雄
両
先
生
は
、
昨
年
三
月
末
を
も
っ
て
、
鹿
児
島
大
学
を
定
年
退
職
さ

れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
わ
れ
わ
れ
は
三
人
の
先
生
方
の
御
在
任
中
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
ま
た
、
そ
の
間
に
う
け
た
御
指
導
に
感
謝
し
、
こ
こ
に

謹
ん
で
退
官
記
念
論
文
集
を
献
呈
い
た
し
ま
す
。

　
萩
大
輔
先
生
は
、
昭
和
十
三
年
三
月
、
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
法
律
学
科
を
卒
業
さ
れ
た
の
ち
、
民
間
企
業
、
教
職
を
経
て
、
昭
和
二
十
七

年
八
月
鹿
児
島
大
学
文
理
学
部
助
手
と
し
て
本
学
に
就
任
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
文
理
学
部
講
師
、
助
教
授
を
経
て
、
昭
和
四
十
二
年
四
月
法
文

学
部
教
授
に
昇
任
さ
れ
た
。
こ
の
間
、
二
十
八
年
余
の
永
き
に
わ
た
り
鹿
児
島
大
学
に
在
職
さ
れ
、
民
事
訴
訟
法
を
担
当
さ
れ
た
。
先
生
の
専

門
と
さ
れ
る
研
究
分
野
は
、
間
接
強
制
の
手
段
と
し
て
の
仏
法
に
お
け
る
ア
ス
ト
ラ
ン
ト
に
関
す
る
も
の
で
、
学
界
で
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い

る
。
先
生
は
、
判
例
評
釈
に
も
す
ぐ
れ
た
見
解
を
示
さ
れ
、
さ
ら
に
法
哲
学
に
も
深
い
関
心
を
も
た
れ
、
特
に
ケ
ル
ゼ
ン
の
研
究
者
で
も
あ
ら

れ
た
。
地
域
社
会
に
お
い
て
も
鹿
児
島
県
人
事
委
員
、
鹿
児
島
地
裁
調
停
委
員
等
を
通
し
て
、
広
く
貢
献
さ
れ
た
。

　
西
岡
久
靹
先
生
は
、
昭
和
十
六
年
三
月
、
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
法
律
学
科
を
卒
業
さ
れ
、
満
州
国
総
務
庁
高
等
官
試
補
と
し
て
、
満
州
国

総
務
庁
等
に
勤
務
さ
れ
た
。
敗
戦
に
よ
り
、
昭
和
二
十
四
年
十
月
か
ら
佐
賀
大
学
教
授
を
経
て
、
昭
和
四
十
三
年
四
月
、
本
学
法
文
学
部
教
授

と
し
て
就
任
さ
れ
た
。
こ
の
間
、
両
大
学
で
三
十
二
年
の
永
き
に
わ
た
り
在
職
さ
れ
た
。
先
生
は
、
憲
法
及
び
行
政
法
を
担
当
さ
れ
た
。
先
生

の
専
門
と
さ
れ
る
研
究
分
野
は
、
自
由
権
と
の
か
か
わ
り
で
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
忠
誠
間
題
の
研
究
、
執
行
権
の
優
位
と
自
由
の
保
障
及
び

参
事
会
制
度
の
研
究
等
で
、
学
界
に
お
い
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
各
種
の
地
方
自
治
の
実
態
調
査
研
究
は
、
地
域
行
政
の
貴
重
な
資

料
を
提
供
す
る
と
共
に
、
注
目
す
べ
ぎ
提
案
が
な
さ
れ
て
い
る
。
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鯨
岡
稔
雄
先
生
は
、
昭
和
十
八
年
九
月
、
東
北
帝
国
大
学
法
文
学
部
法
科
を
卒
業
さ
れ
、
全
国
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
、
漁
業
経
営
者
連
盟

大
日
本
水
産
会
な
ど
に
奉
職
さ
れ
て
の
ち
、
昭
和
二
十
九
年
六
月
鹿
児
島
大
学
水
産
学
部
助
教
授
と
し
て
本
学
に
就
任
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
昭

和
三
十
七
年
九
月
に
水
産
学
部
教
授
に
昇
任
さ
れ
た
が
、
昭
和
四
十
五
年
十
月
か
ら
は
法
文
学
部
に
転
じ
ら
れ
た
。
こ
の
間
、
二
十
六
年
余
の

永
き
に
わ
た
り
鹿
児
島
大
学
に
在
職
さ
れ
た
。
先
生
は
、
水
産
学
部
に
お
い
て
は
水
産
法
律
学
、
法
文
学
部
に
お
い
て
は
労
働
法
、
社
会
保
障

法
等
を
担
当
さ
れ
た
。
先
生
の
専
門
と
さ
れ
る
研
究
分
野
は
、
漁
業
法
制
、
水
産
団
体
法
史
、
漁
業
労
働
法
等
に
関
す
る
も
の
で
、
そ
の
実
証

的
研
究
に
基
づ
く
法
理
展
開
は
学
界
に
お
い
て
高
く
評
価
さ
れ
、
ま
た
地
域
社
会
の
向
上
に
も
大
い
に
寄
与
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
教
育
者
と
し
て
の
三
人
の
先
生
方
は
、
該
博
な
学
識
と
真
摯
な
学
間
的
態
度
に
加
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
豊
か
な
御
人
柄
を
も

っ
て
、
学
生
の
教
育
に
、
ま
た
後
輩
の
育
成
に
多
大
の
努
力
を
傾
注
さ
れ
た
。
特
に
、
本
学
大
学
院
法
学
研
究
科
が
、
昭
和
五
十
四
年
に
発
足

し
、
今
日
完
成
を
み
る
に
至
っ
た
の
は
、
こ
の
三
人
の
先
生
方
の
御
尽
力
の
た
ま
も
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
も
、
先
生
方
の
あ
と
を
継
い
で
、

今
後
、
ま
す
ま
す
研
鐙
し
て
、
立
派
な
学
間
の
府
と
し
て
の
学
部
を
築
き
あ
げ
た
い
と
思
う
。

　
な
お
、
萩
先
生
は
「
法
と
地
位
」
と
題
し
て
、
西
岡
先
生
は
「
行
政
統
制
の
現
状
と
課
題
」
と
題
し
て
、
鯨
岡
先
生
は
「
企
業
内
組
合
活
動

の
法
理
」
と
題
し
て
、
最
終
講
義
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
特
に
、
萩
先
生
と
西
岡
先
生
か
ら
は
、
特
別
寄
稿
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
掲
載
し
た
。

　
幸
い
、
三
人
の
先
生
方
は
近
く
の
大
学
で
、
大
学
人
と
し
て
の
生
活
を
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。
先
生
方
の
一
層
の
御
健
康
と
御
活
躍
を
お
祈

り
し
、
献
呈
の
こ
と
ば
と
い
た
し
ま
す
。
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